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第Ⅰ章　はじめに
　教育職員免許法の養護に関する科目の中で，〈看護学
（臨床実習及び救急処置を含む）〉は 1 種， 2 種，専修の
どの免許状においても，最低修得単位数が10単位であり，
他の科目区分に比べ，より多くの単位修得を必要とする。
日本教育大学協会全国養護部門に所属する 4 年制養護教
諭養成大学のカリキュラムの開講状況を分析したところ，
科目区分〈看護学〉には看護系科目，臨床実習の科目に
加えて医学系の科目も含まれているが，看護系科目が
全体の 4 割の単位時間を占めていた（斉藤他2013）。ま
た科目区分〈看護学〉の必修科目では，日本教育大学協
会全国養護部門が提案したコアカリキュラムＤ領域「養
護実践の内容と方法」にかかわる授業が展開されてお
り，単位時間数として過半数を占め（中下他2013），授
業の展開方法では，実習が 3 割以上を占めていた（斉藤
他2013）。このように科目区分〈看護学〉の多くを占め
る看護系科目の中でも，養護教諭の実践につながる実習
科目は，実践の基礎を体得する第一歩として重要である。
しかしながら，実習科目は，講義とは異なった効果的な
教授方法を模索する必要がある。特に多くの学生に同レ
ベルの学習内容の習得水準を保ち，かつ効率的に情報を
伝達するための方法を検討することが重要である。その
方法の一つとして，学修のねらいに効果的に迫ること
ができる映像教材を使った教授法がある。しかし，看
護実習内容に関連した市販の多くの映像教材は看護師又
は看護学生を対象に作成されており，学校で取り扱う看
護技術やケアに特化したものではなく，養護教諭養成教
育で用いる教材として適するものとは言い難い。そのた
め，養護教諭の実践にそった内容の自作の映像教材を開
発した。さらに実習をより円滑に展開するためには，実
習のための準備や指導のあり方についても検討が必要で
ある。実習は必要物品・消耗品等の準備に多くの時間を
必要とする。また，実習指導も学生にきめ細やかに指導
しようとすると教員一人では効果的に実施できない。実
習科目に関して看護学部では，助教・実習指導の教員と
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　養護教諭の実践能力の中でも技術を習得する実習科目は，講義で学んだ技術や方法を実際に体験を通して学ぶため，
講義とは異なった効果的な教授方法を必要とする。特に多くの学生に一度に同レベルの学修内容の習得水準を保ち，
かつ効率的に情報を伝達するためには，聴覚，視覚の 2 つの感覚器官を通じて，情報を伝えることが重要である。そ
の方法の一つとして，学修のねらいに効果的に迫ることができる映像教材を使った教授法がある。しかし，学校看護
実習の内容に関連した市販の多くの映像教材は，看護師養成教育のために作成されていたものであり，養護教諭養成
教育にはそぐわないものが多い。そのため，自作の映像教材を開発した。また，より効果的な実習を展開するためには，
物品・消耗品等の準備が適切で，かつ教員と大学院生のティーチングアシスタント等指導者全員で，準備から，講義・
デモストレーション・実習のすべてを共通理解する必要がある。そのために，対象大学では，写真入り教授マニュア
ルを全単元開発した。本研究は，学校看護実習の授業効果を向上させる取り組みとして導入した自作映像教材と写真
入り教授マニュアルを評価することを目的とし，学生とティーチングアシスタントを対象に調査を実施した。その結
果，取り組みは高く評価された。同時に評価を通して，課題と改善の方向が明らかとなった。
キーワード：学校看護実習（school nursing practice）　養護教諭養成教育（Yogo teacher training）　
　　　　　　写真（picture）　自作映像教材（visual teaching materials）　教授マニュアル（teaching manual）　
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ともに数名で教授する場合が多いが，教育学部では助教
等がわずかしかいない大学が多い。そのため，本研究対
象大学では，ティーチングアシスタント制度を活用して
いる。ティーチングアシスタント制度とは，大学院生を
採用し，授業担当教員の指導・監督の下で，授業の「補
助業務」にあたってもらう制度で，補助業務とは，授業
時間内での出欠確認，討論指導，実技指導などのほかに，
授業の準備，打ち合わせ，授業後の後片付けなどを指し
ているが，授業担当教員の指導や指示のもとで授業の一
部を担当したり，小テスト，レポートの採点や学習相談
を担当することもある。すなわち，指導者としてのティー
チングアシスタントの育成が実習を円滑に効果的に進め
るための重要な要件となる。
　本授業では，大学院生のティーチングアシスタントが
多い時で 3 名採用される。しかし 1 ～ 2 年でメンバーが
交代するため，毎年教員がティーチングアシスタントに
準備から実習指導内容・方法すべてを事前に指導する必
要がある。そこで，ティーチングアシスタントの指導力
育成並びに実習準備を効率的に進めるために，また，講
義・デモストレーション・実習内容を教員・ティーチン
グアシスタント全員で共通理解するために，写真入り教
授マニュアルを全単元開発した。このマニュアルを用い
て，実習にかかわる指導者全員が指導方針，当該時間に
求める看護技術の手技，実習内容を毎時共通理解して実
習を行った。
　本論では，まず第Ⅱ章で「対象大学の学校看護実習で
扱う内容・方法」を確認したうえで，第Ⅲ章で「学校看
護実習Ⅰの実施方法並びに実習項目と自作映像教材の開
発項目」，第Ⅳ章「単元『感染予防』の写真入り教授マ
ニュアル」の実態について言及する。それを踏まえて，
第Ⅴ章では，自作映像教材と写真入り教授マニュアルに
ついての「学生を対象とした質問紙調査とティーチング
アシスタントを対象としたインタビュー調査」について
分析し，実態を踏まえた調査結果について，第Ⅵ章「考
察」，第Ⅶ章「まとめ」を行った。本論の目的は，対象
大学の学校看護実習の授業効果を向上させる取り組みと
して導入した自作映像教材と写真入り教授マニュアルを
評価することである。
第Ⅱ章　対象大学の学校看護実習で扱う内容・方法
　学校看護実習の授業で教える内容については，古くは
中村（1988）が言及しているものの，以前は各学校で試
行錯誤し，旧看護婦養成教育を簡略化した内容が教えら
れていたり，養護教諭の実践には必ずしも関係しない内
容が教えられていたりした大学もあった（日本養護教諭
養成大学協議会2008）。
　例えば，養護教諭必携シリーズ最新看護学 中桐他
（2001）でも，対象者を「患者」，実施者を「看護者」と
記述したり，衣服の着脱の内容では，和式病衣の交換が
基本編として掲載され，応用編として丸首シャツの交換
が示されていたりした。
　それゆえ，学校看護実習も含めた科目区分〈看護学〉
の内容を検討するため，1997年より教育学部養護教諭養
成課程に勤務し，看護学，臨床実習を担当する教員が中
心となり，養護教諭養成教育における看護学の研究を開
始した（松嶋他2000，福田他2003）。
　学校看護実習で扱う内容についての検討は，看護系科
目の扱う内容について養護教諭を対象としたフォーカス
グループインタビュー（松嶋他2000）から抽出された
「健康問題解決改善への看護的支援」の学習ニーズ35項
目を基にした。それら35項目に対して「大学での学習経
験の必要性」があるかどうかを経験 5 年未満の797名の
養護教諭を対象に聞いた結果のうち，必要性があると答
えた者が50％以下であった（福田他2003）「清潔（身体
清拭，洗髪）の援助」「排泄の援助」「食事の援助」を除
外した。次に，教育職員免許法の科目区分〈看護学〉に
含まれる他の授業で扱われる内容を除外した。具体的に
は，『学校救急処置活動（実習も含む）』で扱う「心肺蘇
生法の理論と実際」「止血法」などである。調査を参考に，
その後様々な検討を経て，「寝衣の交換」は〈衣服の交
換（創傷時を含む）〉に変更するなど行った末，2012年
に「養護教諭，看護師，保健師のための学校看護」（岡
田他2012）が発行された。
　また，その後も時代やニーズとともに内容を変更し，
2017年には，学校看護／養護における倫理，エピペン，
小児慢性特定疾病の医療支援改正（児童福祉法）等の追
加と改訂を行い，実習に特にかかわる内容としては，観
察，車椅子，包帯法の内容の追加と改訂を行った（岡田
他2017）。
　対象大学における学校看護実習では，養護教諭の救急
処置のプロセス，ヘルスアセスメント（フィジカルアセ
スメント），学校における看護的技術のうち，「安全，安
楽」「感染予防」「保健室等環境への活動」「身体的ニー
ドに対応する技術（体位と移動，罨法，包帯法）」と「清
潔」についての技術を講義と実習，演習で教授している。
　また，対象大学の学校看護実習はⅠとⅡで成り立っ
ている。学校看護実習Ⅱでは主にヘルスアセスメント
（フィジカルアセスメント）を扱い，写真入り教授マニュ
アルは開発しているものの，映像教材は，以前は自作映
像教材を開発していたが，聴診等の音は看護師向けの映
像教材を用いなければならなかったため，2013年に養護
教諭のための「遠藤伸子監修，映像で理解する！養護教
諭のための，フィジカルアセスメントに役立つ観察と検
査～基本手技編，2013」が発売された以降は，主にそれ
を用いている。他に学校看護実習Ⅱでは，授業効果を高
める方法として，Problem　Based　Learning，保健室
模擬事例（岡田2000，岡田他2002，2011，三村他2012，
佐藤他2014，葛西他2016）の演習・ロールプレイングを
取り入れている。このように，学校看護実習Ⅰ・Ⅱでは
授業効果を高める方法等が異なるため，本論では，学校
看護実習Ⅰの内容について言及する。
第 Ⅲ章　学校看護実習Ⅰの実施方法並びに実習項目，
自作映像教材の開発項目
　学校看護実習Ⅰは， 2 授業時間続き（ 1 授業時間90
分）で，全 8 回で実施している。その中で扱っている単
元の実習項目は表 1 のとおりで，自作映像教材は，ベッ
ドメーキング，安楽な体位，感染予防（シュンメルブッ
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シュ・オートクレーブの使い方），衣服の着脱，搬送・
移動（車椅子，担架）で開発を行っている。感染予防
（滅菌物の準備と取り出し方，傷の手当，消毒の仕方），
罨法，包帯法については，デモンストレーションでも十
分に伝わること，方法はそれほど煩雑ではないことから，
自作映像教材は開発していない。授業では，各単元の多
くは，基礎的な講義を行ってから，自作映像教材を 1 ～
2 回視聴し，その後，教員（場合によっては，ティーチ
ングアシスタントも含めた）によるデモンストレーショ
ンを行ってから，学生が 2 名以上のグループとなり，実
習を行っている。また，自作映像教材は，ティーチング
アシスタントが授業前に実習指導前の自己学習（復習）
を行うためにも用いられている。
　たとえば，「感染予防」の「シュンメルブッシュ・オー
トクレーブの使い方」の自作映像教材では，説明を加え
ながら，実際にシュンメルブッシュの使い方を動画で示
し，その後，同様に説明を加えながら実際にオートク
レーブの使い方を動画で示している。
第Ⅳ章　単元『感染予防』の写真入り教授マニュアル
　前述したが，実習は多くの必要物品・消耗品等が必要
で，準備に労力と時間を必要とする。また，実習指導も
教員とティーチングアシスタントの複数で実施しなけれ
ば効果的な授業が行えない。しかしながら，教員と異な
り大学院生のティーチングアシスタントは， 1 ～ 2 年
でメンバーが交代する。そこで，準備・授業を効果的に
進めるために，また，授業中の講義・実習における教員，
ティーチングアシスタントそれぞれの役割，実習内容を
教員・ティーチングアシスタント全員で共通理解するた
めに，教員の講義計画とは別に，写真入り教授マニュア
ルを全単元開発した。写真入り教授マニュアルは，「 1．
学校看護実習　ティーチングアシスタントメモ（授業で
の留意事項等）（資料 1）， 2．準備物（写真並びにコメ
ント入り）と必要物品（資料 2）， 3．配置図」で構成
されている。その他，全体としては，グループ分け，物
品・消耗品一覧等がある。写真がある本マニュアルを用
表 1　学校看護実習Ⅰで扱う実習項目と自作映像教材の開発項目
単元 実習項目 自作映像教材 長さ（分）
環境整備 ベッドメーキング ＊ 35
感染予防 シュンメルブッシュ・オートクレーブの使い方 ＊  7
滅菌物の準備と取り出し方 無
傷の手当，消毒の仕方 無
体位 体位・安楽な体位・体位変換 （＊） 10
清潔 衣服の着脱 ＊ 10
搬送・移動 車椅子 ＊  4
担架 ＊ 10
罨法 温罨法・冷罨法 無
包帯法 巻軸帯による包帯法 無
 ＊：自作映像教材を開発した項目　　　無：自作映像教材を開発していない項目
（＊） ：自作映像教材は開発しているが，調査年度については，使用しなかった項目
資料 1　学校看護実習　写真入り教授マニュアル【感染予防】例
（ 1．学校看護実習　【感染予防】ティーチングアシスタントメモ（授業での留意事項等））
1．学校看護実習　【感染予防】ティーチングアシスタントメモ（授業での留意事項等）
※デモンストレーション用に使う物品をのせたデモ台を用意しておくこと
コマ 時間 講義内容 使用物品
資料
NO・頁
DVD，保存ファイル名・
ＮＯ・頁 事前確認事項 配慮事項
DVD ＊TAF
1 10：30～ ○感染予防総論
○ DVD視聴
　・薬液，物品の説明
○ オートクレーブの説明・滅
菌（入れすぎると半乾きに
なってしまうので注意。）
・ シュンメル
ブッシュ
・ オートク
レーブ
計 2 本
・ 配布資料の
確認
・ 使用物品の
確認
・ 印刷したもの
を前日までに
先生に確認し
ておく。
2 12：50～ ○ 感染予防実習
　・消毒実習
　・滅菌実習
　・消毒液実習
をローテーションで行う。
・ 準備物 
参照
＊TAF：ティーチングアシスタントファイル
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資料2 学校看護実習 写真入り教授マニュアル［感染予防］例
(2.準備物（写真並びにコメント入り）と必要物品（一部抜粋））
2.準備物（写真並びにコメント入り）と必要物品
消毒液作り・消毒剤による手指の消毒・
ディスポーザブル手袋実習コーナー
必要物品 ：ベースン，ヒピテン， 水差し，メスシリン
ダー，ディスポーザブル手袋， 擦式消毒用アルコール
前日準備 ・セッティング後に
覆布をかけておく
消毒実習コーナー
留意点：デモンストレーショ ン用1他6セット準備
＊合計7セット用意する。（一つのセットに対し， 学生
3人程度で実習を行う。）
必要物品：イソジン，ガーゼ缶（ガーゼ入れておく），
貴紙コップ（ワセリンを入れる※なくても可），紙テー
プ，摂子立て （女大，小1ずつ）．摂子 （大，小2ずつに
女ワセリ ン． 膿盆（大，小ずつ），万能つぽ（遮光1,
透明 1)，ナースパサミ，ゴミ袋，覆布，など
シュンメJレブッシュ ・オートクレーブコーナー
留意点 ：オートクレープコーナーも作っておく。
必要物品 ：滅菌したいもの
オートクレーブについては説明書を読み，デモンス ト
レー ションカ宝できるようにしておく。
物品名説明コーナー
滅菌物準備実習コーナー
必要物品 ：＊ボート I，滅菌テープ1（使用済み1,
未使用1）， 摂子，滅菌シ トー，摂子立て，綿球，
マジック （学生分）
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いることで，物品・器具の配置など詳細に確認できる
など準備がスムーズに行え，さらに授業のイメージが教
員・ティーチングアシスタント全員で共有できると考え
た。
　本章では学校保健においても重要な事項の一つであ
る感染予防を例にその一部を示す。保健室での感染予
防対策については，「体温計を消毒しないものが13％い
た」「体温計以外の器具を消毒していない」「創傷の消毒
に皮膚清浄綿を用いる」など，以前より問題が指摘され
ている（津村他2002，横山他2007，斉藤2009）。伊藤他
（2012）の調査では，養護教諭は「日常的手洗い（10-15
秒石鹸と流水で手を洗う）」をほぼ全員行っており，擦
式消毒用アルコールも約 8 割使用していた。しかし，
「一人の手当を行ったら次の子の手当の前にすぐに手洗
いをしている養護教諭は約 4 割，擦式消毒用アルコール
を用いている養護教諭は 2 割」であった。しかし，流水
による手洗いの十分な時間は30-60秒で，なかなかそれ
だけの時間はかけられないため，医療現場では擦式消毒
用アルコールが一般的に行う標準予防策（スタンダード
プリコーション）として推奨されている（北海道大学病
院2016）。
　物品の消毒法として，保健室では，シュンメルブッ
シュ（煮沸消毒器）が主であり，横山他（2007）の調査
では，シュンメルブッシュ（煮沸消毒器）は80％，オー
トクレーブは13％の設置状況であった。オートクレーブ
については，医療的ケア必要児が多い特別支援学校での
設置が多かったが，芽胞を持つ細菌や一部のウイルスに
はシュンメルブッシュ（煮沸消毒器）は有効ではない
（横山他2007）。オートクレーブは今後設置校が増えてい
く可能性はあるため，自作映像教材でも作成し，実習項
目にも関連する技術を入れている。以上のことからも，
感染予防は学生時代に基本をきちんと身につけなければ
ならない技術であると考えられる。
　また，実習項目には入れていないが，夏には，児童生
徒が水筒を学校に持参したり，ペットボトル飲料水を利
用したりする場合も多い。それらの汚染もかなり問題が
ある状況（後藤他2002-2003，田中他2003，吉井他2009，
森脇他2011，岡田2013）をふまえ，感染予防の講義の中
で「養護教諭が児童生徒等に行う保健指導」について取
り扱っている。
3 ．配置図（略）
第Ⅴ章　学生を対象とした質問紙調査とティーチン
グアシスタントを対象としたインタビュー調査
1．目　　的
　学校看護実習Ⅰの授業効果を向上させるための自主映
像教材・写真入り教授マニュアルの 2 つの取り組みを評
価することを目的として，自作映像教材については，学
生を対象に質問紙調査を，また，写真入り教授マニュア
ルについては，ティーチングアシスタントを対象にイン
タビュー調査を実施した。
2 ．方　　法
1）対象と方法
① 　2017年 5 月学校看護実習Ⅰ終了時に，本授業を履修
した37名を対象に，無記名式質問紙調査を実施した。
選択式回答法と自由記述式回答法で，回答を促した。
② 　上記質問紙調査とほぼ同時期にティーチングアシス
タント 3 名（授業・準備すべてを行うティーチングア
シスタント 1 名，準備・片付けのみのティーチングア
シスタント 2 名）を対象に，インタビュー調査を実施
した。
2 ）調査内容
① 　学生を対象とした質問紙調査では，学校看護実習Ⅰ
の自作映像教材についての理解度や自主映像教材につ
いての意見を回答してもらった。
② 　ティーチングアシスタントを対象としたインタ
ビュー調査では，写真付き教授マニュアルについての
意見を聞いた。
3 ）分析方法
　質問紙調査の選択式回答については，本研究はデータ
数が少ないため検定は行わず記述統計を求めたのち，全
回答者数に対する比率の分析から考察することとした。
また，自由記述式回答法では，同じ意見をグルーピング
した。
4 ）倫理的配慮
　調査依頼文に得られたデータは研究目的のみに使用す
ること，無記名で行うこと，研究の参加は任意であるこ
とを明記し，質問紙の提出をもって承諾を得たと判断し
た。インタビュー調査についても，事前に口頭で上記と
同様の説明を行い，承諾を得た。
3 ．結　　果
1）自作映像教材に対する評価（学生を対象とした質問
紙調査）
　自作映像教材のわかりやすさでは，使用した「①ベッ
ドメーキング」「②感染予防（シュンメルブッシュ・オー
トクレーブの使い方）」「③清潔（衣服の着脱）」「④搬
送（車椅子）」「⑤搬送（担架）」の 5 種類の教材によっ
て，多少の違いがあるものの，「 1 ．わかりやすかった」
が18名（48. 7％）～26名（70. 3％），「 2 ．ややわかりや
すかった」が10名（27. 0％）～15名（40. 5％）で，ほと
んどが「 1 ．わかりやすかった」「 2 ．ややわかりやす
かった」と回答していた（表 2 ）。自由記述では，「映像
があるとわかりやすかった」「映像を見た後にデモンス
トレーションがあって，分かりやすかった」「説明があり，
ゆっくり実践してもらえたので分かりやすかった」など
があった。一方，「音が小さい映像があった」「できれば
様々な角度から撮ってもらえると理解やイメージしやす
い」「自習ができるようにWEBにアップしてもらえると
よい」などの指摘もあった。また，復習として，映像を
見た学生から，「実技（実習）が終わった後で，最後に
もう一度まとめとして映像をみると役立つ」といった意
見もあった。
　また，視聴していないもしくは開発していない自作映
像教材「①体位・安楽な体位，体位変換」「②感染予防
（滅菌物の準備と出し方）」「③感染予防（傷の手当，消
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毒の仕方）」「④罨法（温罨法，冷罨法）」「⑤包帯法」に
ついて，必要性を聞いたところ，表 3 に示すように「①
体位・安楽な体位，体位変換」「③感染予防（傷の手
当，消毒の仕方）」は「 1 ．あったほうがよい」と答え
た者がそれぞれ15名（40. 5％），18名（48. 7％）であっ
た。一方，「②感染予防（滅菌物の準備と出し方）」「④
罨法（温罨法，冷罨法）」「⑤包帯法」については，「 1 ．
あったほうがよい」が， 3 名（8. 1％）～12名（33. 3％）
で，反対に「 3 ．なくてもよい」と回答した者が16名
（44. 5％）～20名（54. 1％）と半数程度いた。「 2 ．どち
らでもよい」「 3 ．なくてもよい」の理由としては，複
数回答可で「 1 ．教科書で理解できるから」が13名
（34. 2％），「 2 ．デモンストレーションで理解できるか
ら」35名（94. 6％）であった。自由記述では「包帯法な
どは，映像で見てもわかりにくそう」「デモンストレー
ションの方がよい」「映像で見るよりも実際に行いなが
ら確認する方が時間の有効利用になる」といった意見が
あった。
2 ）写真入り教授マニュアルに対する評価（ティーチン
グアシスタントを対象としたインタビュー調査）
　ティーチングアシスタント 3 名を対象としたインタ
ビューを行った結果， 3 名とも「マニュアルに写真が
入っていることがイメージしやすかった」と答えていた。
3 名のうち， 1 名のみは昨年もティーチングアシスタン
トを行っていたが，「授業全体については，昨年の記憶
をたどって，事前打ち合わせで補っている」と言及して
いた。また， 3 名とも，実習物品等の配置図があって，
準備しやすかったと話していた。ただし，当初作成した
教授マニュアルは，授業，項目ごとに分けられており，
シンプルに必要な内容が入っているが，「毎年のティー
チングアシスタントが各年度の配布資料を追加していっ
たために，煩雑になっている。それらを今一度分けたほ
うが良い」「また，前年度からのティーチングアシスタ
ント引き継ぎ内容がUSBに入っていたのに，印刷されて
いなかったので気がつきにくかった」といった改善点も
指摘された。
第Ⅵ章　考　　察
　自作映像教材のわかりやすさでは，ほとんどが「 1 ．
わかりやすかった」「 2 ．ややわかりやすかった」と回
答しており，自由記述でも「映像があるとわかりやす
かった」「説明があり，ゆっくり実践してもらえたので
わかりやすかった」などがあったことからも，概ねわか
りやすい映像教材と考えられた。「映像を見た後にデモ
ンストレーションがあって，わかりやすかった」といっ
た意見があったことからも，映像→デモンストレーショ
ン→実習という流れは，技術を身につけるための学習ス
テップとしては効果的であると考えられた。今回の学習
ステップが効果的であったのは，映像を見た後，映像の
内容についてデモンストレーションを行い，続いて実習
を行うことにより，自作映像教材が最大限に活かされた
 表 2　自作映像教材のわかりやすさ N=37名　
1  ．わかりやす
かった
2  ．ややわかり
やすかった
3  ．どちらでも
ない
4  ．あまりわか
りやすくな
かった
5  ．わかりやす
くなかった
6  ．見なかった＊
① 　ベッドメーキング 18（48. 7％） 15（40. 5％） 2（5. 4％） 2（5. 4％） 0（0. 0％） 0（0. 0％）
② 　感染予防（シュン
メルブッシュ・オー
トクレーブの使い方）
21（56. 8％） 13（35. 1％） 3（8. 1％） 0（0. 0％） 0（0. 0％） 0（0. 0％）
③ 　清潔（衣服の着脱） 19（51. 4％） 13（35. 1％） 1（2. 7％） 3（8. 1％） 0（0. 0％） 1（2. 7％）
④ 　搬送（車椅子） 21（56. 8％） 11（29. 7％） 3（8. 1％） 1（2. 7％） 0（0. 0％） 1（2. 7％）
⑤　搬送（担架） 26（70. 3％） 10（27. 0％） 0（0. 0％） 0（0. 0％） 0（0. 0％） 1（2. 7％）
（＊）欠席等の理由のため
 表 3　視聴していない（または開発していない）映像教材の必要性 N=37名　
1．あったほうがよい 2 ．どちらでもよい 3 ．なくてもよい 4 ．その他＊
① 　体位・安楽な体位，体位変換 15（40. 5％） 13（35. 1％）  9（24. 4％） 0（0. 0％）
② 　感染予防（滅菌物の準備と出し方）  5（13. 5％） 13（35. 1％） 19（51. 4％） 0（0. 0％）
③ 　感染予防（傷の手当，消毒の仕方） 18（48. 7％） 11（29. 7％） 8（21. 6％） 0（0. 0％）
④ 　罨法（温罨法，冷罨法）  3（ 8. 1％） 12（32. 4％） 20（54. 1％） 2（5. 4％）
⑤　包帯法 12（33. 3％）  8（22. 2％） 16（44. 5％） 0（0. 0％）
（＊）欠席等の理由のため
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からと考えられる。
　一方，「音が小さい映像があった」「できれば様々な角
度から撮ってもらえると理解やイメージしやすい」と
いった指摘があったことからも，作り直す際には，留意
が必要と考えられた。他大学では，撮影，編集をｅラー
ニング室に依頼している大学もある（松井他2012）。こ
のような方法も模索していくことより，格段に教材の質
が向上していくことが考えられる。今年は視聴していな
かった「①体位・安楽な体位，体位変換」，開発してい
ない「③感染予防（傷の手当，消毒の仕方）」「⑤包帯
法」は「 1 ．あったほうがよい」と答えた者がそれぞれ
15名（40. 5％），18名（48. 7％），12名（33. 3％）であっ
た。しかし，これら「安楽な体位」「感染予防（傷の手当，
消毒の仕方）」「包帯法」の項目は，養護教諭を対象とし
た先行研究では「身体症状に応じた安楽な体位」「感染
予防」「創処置」「包帯法」の項目において「自信がある」
と答えた者が 2 割程度（岡田他2010）であった。さらに，
小中学校の学校現場で用いられている看護技術，並びに
学生が必要と感じる看護技術は，「冷罨法（氷枕，アイ
スパック）」「創傷処置の観察」「創傷の洗浄」「創傷の消
毒」「創傷の保護」「包帯法（巻軸帯）」などの「創傷管
理技術」に集中していることが報告されている（湯浅他
2016）。これらの項目も自作映像教材を作成していない
「①感染予防（傷の手当，消毒の仕方）」「②罨法（冷罨
法）」「③包帯法」に該当する。養護教諭が用いる技術で
かつ，自信がない技術は，「感染予防（傷の手当，消毒
の仕方）」「包帯法」が考えられるため，これらについて
は，何度も学べる教材が必要と考えられる。
　また，復習として映像を見た学生から，「実技（実習）
が終わった後で，最後にもう一度まとめとして映像をみ
ると役立つ」や「自習ができるようにWEBにアップし
てもらえるとよい」という指摘もあった。看護教育で自
作映像教材をDVDで貸し出している大学では，学生の
平均視聴回数は 1 回であった。その結果，WEB上つま
りスマートフォンでの視聴を可能にした（松井他2012）
という。教材を最大限活用してもらうためにはパソコン
や携帯電話などの学生のインターネット等利用状況に見
合った学習環境（教材提供）の整備が重要（松井他2012，
相原他2009）である。調査対象学生も「自習ができる
ようにWEBにアップしてもらえるとよい」と記述して
いたことからも，WEBで活用できるようにすることは，
学生の自習を促すためにも有効と考えられた。
　「包帯法」については，映像教材はなくてもよいとい
う意見が学生の半数近くあったが，包帯には様々な種類
があり，巻軸包帯については学習経験があっても自信が
ないと答えている養護教諭が多いことから，養成段階に
おいては反復練習が必要であると指摘されている（福
田他2017）。復習などの反復練習や発展的な技術の活用
については，上記で指摘されていたように映像教材が
WEBで用いられるとよい。
　ただし，養護教諭の用いる技術では，その基礎技術を
習得するのみならず，学校・保健室における様々な物
品・消耗品を用いて実施できる方法を学ぶこと，さらに，
養護教諭の行う一連の実践の中で，様々な技術を組み合
わせて実施し，「養護をつかさどる」実践に迫る学びを
する必要がある。たとえば，温罨法ならビニール袋にい
れた温かいタオルを用いたり，タッチング等も行うこと
により，安心感などの心理的休養に導いたりすること（金
谷他2014）まで，学ぶ必要があると考える。
　そこで，保健室場面の養護教諭の実践をDVD化した
映像（黒子2016）を開発した。このような実践映像によ
り，技術が養護教諭の実践として，具体的にイメージで
きると考える。
　自作映像教材はティーチングアシスタントが学生の修
得する技術の学習プロセスを事前に理解・修得しておく
ために役立つ。又，写真入り教授マニュアルについて
は，ティーチングアシスタントが，準備から授業の流れ
に至るまでの全体を理解するために有効であった。その
ことは，ティーチングアシスタントへのインタビューで
「マニュアルに写真が入っていることがイメージしやす
かった」，また「実習物品等の配置図などもあり，準備
がしやすかった」と答えていたことから，写真が入った
上に，配置図等もあり，準備等もイメージがしやすかっ
たと考えられた。対象大学では，2004年よりティーチン
グアシスタントによる授業補助が行われており，2013年
より写真入り教授マニュアルを作成していた。それ以降
は，ティーチングアシスタントが毎年の変更点を手書き
で訂正し，「各年度の配布資料を同じファイルに追加し
ていった」ことが明らかになった。すなわち，ティーチ
ングアシスタント自身が実習を振り返って，次年度に必
要な事項として気づきや資料を積み重ねてきたことが，
年数を重ねることによって，情報量のみが増え，整理さ
れない状態になっていた。今後は，再度，教授マニュア
ルと毎年の配布資料は別ファイルとすること，教授マ
ニュアルの改善も含め年度ごとに授業の振り返りを教員，
ティーチングアシスタント全員で行うこととした。
　さらに，手書きでの変更点は，ある程度の期限でマニュ
アルを刷新する必要があると考えられた。また，「前
年度からのティーチングアシスタント引き継ぎ内容が
USBに入っていたために，印刷されていなかった」と
いったことも指摘されたため，ティーチングアシスタン
トマニュアルには教員も含めた引継ぎが重要と考えられた。
第Ⅶ章　おわりに
　本研究は，学校看護実習の授業効果を向上させる取り
組みとして導入した自作映像教材と写真入り教授マニュ
アルを評価することを目的とし，学生とティーチングア
シスタントを対象に調査を実施した。その結果，両者に
よって取り組みがある程度評価されていることが明らか
になった。
　一方，映像のわかりやすさや音声の小ささ，マニュア
ルに対しての指摘もあり，これらの指摘を取り入れた改
善が必要と考えられた。
　また，授業効果の評価については，質問項目を増やし
たり，学生に対してのインタビュー調査も取り入れたり
する等して，多面的に評価をすることが今後の課題である。
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